
 

 

第１３０４回 例会 ２０１７年（平成 29年）１１月６日 

（ロータリー財団月間）    

 

前回（１０月３０日）例会記録 

◇プログレス 井澤 武尚 副ＳＡＡ  

１．来客紹介  岡野 秀章 親睦委員 

ゲスト:１名 地区外：０名 地区内：４名 合計:５名 

ゲスト：武庫川女子大学名誉教授 奥野 温子 様 

 

２．会長の時間  伊藤 清一 会長 

 

皆様こんにちは。２週連続の台風でした。昨日は雨風ともに先週より弱く助かりました。台風は温帯低

気圧に変わり、その後勢力を増し、今朝、今年初めての木枯らしが吹きました。今晩は大阪でも気温が

１０度を割るようなので風邪をひかないようお気をつけていただきたいと思います。 

明日１０月３１日、ハロウィーンの日です。先週の土曜日から地下鉄や繁華街で、奇妙な化粧をした

特に女性を見かけました。ハロウィーンの市場規模はクリスマスについで多く、１３５０億円あまりでバレンタインよりも大きな

市場のようです。ただ今年は昨日の台風で出鼻をくじかれ盛り上がりに欠けるかと思います。 

 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 小島 常男 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「君が代」「四つのテスト」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ １１月お誕生月会員お祝い 

○ 委員会卓話  ロータリー財団委員会 沖 真一郎 委員長 

○ 理事会     ３１階「ローズ」 １３：４０～１４：４０ 

・もみじ 

・秋の子 

・故郷の里 



 

先週は卓話で大手前にある重粒子線がんセンターのセンター長の溝江先生から「重粒子線ガン治療について」のテーマ

でお話をしていただいたあと、重粒子線がんセンターを訪問させていただきました。小山職業奉仕委員長がこのセンターの

理事長と懇意にされておられて、そのご紹介で実現いたしました。実際に訪問して驚きましたが、建物、医療機器など総額 

１７０億円をかけた素晴らしい医療センターです。国立ガンセンター、昔の成人病センターが移転して後ろに隣接しています。

両病院が経営母体はちがいますが、提携して運営されるとのことです。    

職場見学会のあとの親睦会で俣野会員が「今まではガンになっても治療しないで自然の成り行きにまかそうと思っていた

けれども、この重粒子線の治療なら受けてもいいと思う。」という話をされましたが、そのご意見が実際に見学をした私たちの

総意かと思います。 

男性についてなら胃がんと大腸ガン以外はＯＫ、ただしガンがあちこちに転移している場合は難しいということですが、 

初期のガンならほとんどのガン細胞を殺してしまう。そして一回の治療は１５分程度で、まったく痛みがないという夢のような

話でした。ただ治療費が約３００万円と高額なことが欠点ですが、生命保険の先進医療特約を付けることで負担を軽くする 

ことができるということでした。 

先週の参加者は高齢の会員の参加が大半を占めましたが、このような治療があること、また実際に見学できたことなど 

ロータリークラブに入っているからこそ情報を得ることができる。ロータリーに入っていてよかったと思います。 

このあと重粒子線センターの近くにある藤井会員の経営されているホテルサンホワイトの２階の中華料理店で規定情報 

研修委員会と親睦を兼ねて１７名が集まりました。大変珍しい「うちわえび」をはじめ大変おいしい料理を提供していただき、

藤井さん本当に有難うございました。また、甚田会員より当クラブの定款・細則の変更についての経過説明がありましたが、

早急に結論を出し臨時総会を開いて変更したいと思います。 

 

３．米山功労者表彰 

 

米山特別寄付に対し、次の方々が表彰され、伊藤会長より感謝状が贈られました。 

【第６回米山功労者】 

澤田 宗久 会員 ・ 渡辺 忠之 会員 

【第１回米山功労者】 

  岡本 茂 会員 ・ 新川 晃生 会員 ・ 塩尻 明夫 会員 

 

４．委員会報告 

◎親睦委員会  小島 常男 委員長 

１１月２５日（土）家族懇親会の再度のお知らせをさせていただきます。神戸市立博物館は三宮、元町からタクシーで 

１メーターです。夕方は比較的空いていますので各自ボストン美術館至宝展をご覧いただき、隣の旧居留地１５番館の 

夕食会にご参集ください。夕食会のみのご参加も歓迎ですのでよろしくお願いします。 

 

◎３０周年実行委員会  澤田 宗久 登録委員長 

３０周年記念事業に関して担当者からのお願いです。 

次週１１/6（月）例会終了後に、例会場にて３０周年の記念誌に掲載するチャーターメンバーの集合写真を撮影致します 

のでお集り頂きます様、宜しくお願い致します。 

又、３０周年記念し作成にあたり、２００７年～現在にわたる事業や家族旅行などの写真がありましたら、お貸し下さいます 

ようお願い致します。事務局か担当の澤田、北野会員にお渡しください。作成後は責任を持ってお返しいたします。 

宜しくお願い致します。 

 



 

 

５．ニコニコ報告  北野 克己 親睦委員 

大阪東RC藤田国広様・・・・お世話に成ります。貴クラブの益々のご発展をお祈りしております。 

清水 会員・・・・本日卓話です。よろしくお願いします。 

島田 会員・・・・１ヶ月休んでおりました。１１月は出来るだけ出席を・・・。 

岩崎 会員・・・・１１月号ロータリーの友にバリ島支援の記事を載せていただきました。良かったらご覧下さい。 

新川、小島、伊藤、沖、栗原、斧原、北野、藤井、大磯、松永、小山、岡本(茂)、塩尻、片岡、井澤、甚田、宮原、中村、松谷、 

各会員・・・・ゴルフ男子小鯛 女子永井 初優勝おめでとう 

 

６．出席報告 井澤 武尚 副ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ３９名 出席会員数 ３３名 出席率 ８５％ 

第１３０１回（１０月２日） 修正出席率 ９８％ 

 

７．卓  話  「“衣”は魔術師」  武庫川女子大学 名誉教授 奥野 温子 様  

 

 衣服は、我々を取り巻く自然現象の中で生命の維持と快適な生活を営むために大切な一役を担い、

人間の移動と共に持ち運びの出来る最も身近でポータブルな環境です。 

衣服を着る目的は様々ですが、衣服は人間の外貌であり個人を表示するために最も直接的で多くの 

メッセージを人々に伝えます。衣服は魔術のように、着る人を紳士・淑女にも又悪女にも、威厳に満ち

溢れるキャリアウーマンにもしてくれます。その衣服は、社会に発する言葉ではない強力なコミュニ 

ケーションの手段であり、サーフェースランゲージ、ビジュアルランゲージとも呼ばれ、顔の表情、話し方、動作、体型などと

共に非言語情報の重要な媒体です。特に衣服を手掛かりとして、性別、年齢、職業などの情報だけでなく、その人のパーソ

ナリティーや価値観、態度などを読み取ることが種々の社会的場面でよく行われます。しかも 70％はこの非言語表現である

身なりや身のこなしで伝わるとされ、言語表現ではわずか 30％しか伝わらないとも言われています。見知らぬ人と出会った

時、顔、体型、衣服などから最初の 30秒～4分位の間で印象を形成し、その後の行動の心構えをしているのです。 

しかもひとたび衣服を手掛かりとして着用者のパーソナリティーの印象が形成されると、その印象は後々までも残存し続け 

られるのです。 

 ところで、私達は衣服で身を装っていますが、初対面で人間の目が最初に感知するのは“色”で形でも素材でもなく相手の

服装は、色→柄→デザイン→素材の順に認識すると言われています。相手の事を色で記憶するのです。色の印象はとても

強いので、その選択を間違えると“趣味の悪い人”のイメージが植えつけられ、しかもこの第一印象はなかなか変えられない

のです。色に下品な色は存在しませんが、２色以上の組み合わせでその人の個性が生み出されます。色を見ればその人の

職業や性格が判り、また気分まで変える事が出来るとされています。色もまた衣服の魔術師、自分らしさを表現できる自分の

好きな色、似合う色を知って大いに楽しむのもまた人生を潤す一つではないでしょうか。 

 服装は人を作り、人も服装の品格を作ると言えるでしょう。衣服は四六時中絶えず身にまとっているため、あまりに身近すぎ

てその重要度については案外意識に上っていないものですが、人は、衣服がなくては普通の生活はできないもので空気に

も似た存在です。単に美しく身を装うことはまた、もっとも難しい事でもあるようです。衣服は見られています。もちろん衣服は

着用者の人間性に負うところが大きいのですが、その人の原動力として表現されるものです。来るべき冬支度、クローゼット

に並ぶ衣服から発するメッセージに耳を傾けていただくのも又一考かと思います。                       

 

 

 



 

 

・・・ 奥野 温子（おくの つむこ） 様 プロフィール ・・・ 

 

武庫川女子大学名誉教授（工学博士） 

西宮夙川ロータリークラブ会員 

  

専門：繊維科学、繊維材料学 

  蜘蛛の糸、蓑虫の糸などの天然繊維や合成案局繊維の微細構造、被服素材の表面改質、 

快適衣料素材の創生、南極大陸などの極寒域での繊維素材の劣化メカニズムの解明、 

エベレストやヒマラヤなどの高所登山装備の試作・開発、等 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ロータリーの友１１月号より P３２～３３掲載記事】 

 

 

☆次回１１月１３日（月）例会予定 

・卓話：こどもホスピスについて 


